
減災目標を達成するための各機関の取組状況について

2）取組状況
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■日 時 ： 平成２９年５月２３日（火） 胡桃山出張所管内 ９：００～１２：００

満願寺出張所管内 １３：００～１６：００

■参加機関 ： 阿賀野川河川事務所、新潟県（新潟地域振興局地域整備部、新発田地域振興局地域

整備部、新潟地域振興局新津地域整備部、新潟地域振興局津川地区振興事務所）、

新潟市、五泉市、阿賀野市、阿賀町、東北電力（株）会津若松支社、

沿川の自治会（新潟市北区、東区、江南区、秋葉区）

■点検箇所 ： 阿賀野川河口から五泉市馬下地先までの国土交通省管理区間

・胡桃山出張所管内 ： 河口～１５．７ｋ 左右岸

・満願寺出張所管内 ： １５．７ｋ～２４．６ｋ 左右岸

阿賀野川河川事務所では、本格的な梅雨期に向けて、また「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく

取り組みの一環として、関係機関及び沿川自治会の参加による、重要水防箇所（洪水時に危険な箇所）

の把握及び確認、並びに水防倉庫の位置、備蓄資材の確認を行いました。

※ ｋｐ表記は 河口からの距離（ｋｍ）

新潟市北区松浜地先
（右岸0.6ｋ）

中新田災害対策機械等格納庫
（国土交通省管理）

阿賀野市下里地先
（右岸18.2ｋ）

江口水防倉庫
（新潟市管理）

カテゴリ 自治体関係機関や水防団が参加した洪水に対するリスクの高い箇所の合同巡視の実施

内 容 重要水防箇所の合同巡視

実施主体 国土交通省阿賀野川河川事務所,新潟県,新潟市,五泉市,阿賀野市,阿賀町,東北電力（株）会津若松支社,沿川自治会

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：阿賀野川河川事務所
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➢場所：阿賀野川右岸20.6km 古川樋⾨付近
➢⽇時：平成29年11⽉10⽇（⾦）10:00〜11:00
➢訓練役割分担：
国（阿賀野川管理者）：ポンプ⾞による排⽔・照明
新潟県（古川管理者）：交通誘導、予告・誘導看板設置
阿賀野市（兼⽤道路管理者）：交通規制⼿続き、地元周
知

訓練状況

■設営機械
排⽔ポンプ⾞（30m3/min）１台
照明⾞（2kw×6灯 2柱式）１台
ホースブリッジ（９ｍ） ２組

出水時の内水被害状況（H29.7.4）

・県、市と連携した内⽔排除訓練を実施
・本番と同様に兼⽤道路を通⾏規制し、堤防を乗り越
して排⽔

阿賀野市粕島地先（古川樋⾨）

➢参加者（計６８名）
阿賀野市
新潟県（新発⽥地域整備部、新発⽥農地部）
地元住⺠
阿賀野川河川事務所
排⽔ポンプ⾞設営業者

カテゴリ 排水ポンプ車の出動要請の連絡体制等を整備

内 容 出水時連絡体制の確認・整備

実施主体 国土交通省阿賀野川河川事務所

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：阿賀野川河川事務所
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○ 浸水深や避難所等に関する情報を生活空間である「まちなか」に表示する「まるごとまちごとハザードマップ」の取組み。
○ 避難対応の必要性が高い阿賀野市下里地区をモデル地区とし、事前計画段階から活用にいたるまで、地域住民、阿賀野市、阿賀野川

河川事務所（河川管理者）が連携・協力して実施 （平成２９年３月設置）

新たに公表した想定最大規模洪水
における浸水想定等を自治会役員
に説明（阿賀野川河川事務所）

住民が、水害等災害発生時の自

助・共助の重要性の再確認を目的
とした｢防災塾｣を開催（阿賀野市)

阿賀野川河川事務所 阿賀野市
●日常時から水防災への意識を高める
●浸水深・避難所等の知識の普及・浸透等

発災時には命を守るための住民の主体的な
避難行動を促す被害を最小限にとどめる

阿賀野市 阿賀野川河川事務所

下里地区
（自治会）

住民

●設置場所の選定
●標識設置

●浸水想定等の収集・分析
●標識デザイン製作
●標識製作

●現地調査

●対象エリア選定
●電柱所有者等協議
●標識の管理

●表示内容等の選定
●標識設置

●住民への説明

カテゴリ まるごとまちごとハザードマップを整備

内 容 阿賀野市（下里地区）「まるごとまちごとハザードマップ」設置

実施主体 国土交通省阿賀野川河川事務所

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：阿賀野川河川事務所

看板設置状況（下里地区住民）
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様式作成機関：新潟県

【実施内容】河川の特性を理解して派川新井郷川分水路に水位計設置を検討

派川新井郷川分水路は、阿賀野川と新井郷川分水路に挟まれており、両河川の水位上昇時には、各水門と閘

門で閉鎖され、当該河川への河川水の流入及び流出が止められる。

一方で、流域内の降水による水位上昇で越水の恐れがあるため、現在は閉鎖内河川の水位の状況をカメラで

把握し、県では閘門の操作等で越水させないようしている。（閉鎖された河川内には、水位計がなく管理者に

よるカメラによる状況把握のみ）

このことから、河川状況把握による避難活動や水防活動への支援として、危機管理型水位計の設置を検討中。

（予算要求予定）

カテゴリ 円滑な避難活動や水防活動を支援するため、CCTVカメラ、簡易水位計や量水標等の設置

内 容 危機管理型水位計の設置を検討

実施主体 新潟県新潟地域振興局地域整備部

河川水位上昇時の堤内地湧水閉鎖時の河川状況 堤内地の湧水状況

（様式2‐取組概要）
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様式作成機関：新潟県
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様式作成機関：新潟地方気象台（様式2‐取組概要）
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様式作成機関：新潟地方気象台（様式2‐取組概要）
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様式作成機関：新潟地方気象台（様式2‐取組概要）
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様式作成機関：新潟市

9



写 真 写 真

市内の小学校６年生に対して、水害教育を含む「防災ガイドブック」を配付した。

【概要】

・時 期：平成２９年６月

・対象者：市内の小学校６年生（７１９名）

カテゴリ ②小中学校等における水災害教育を実施

内 容 出前講座（水害教育）の実施

実施主体 阿賀野市

「大雨時の危険に関する問題」ページ「防災ハンドブック」表紙

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：阿賀野市
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五泉市では、出水期前に河川の水位上昇を想定した全職員対象の訓練を実施しました。

○緊急参集訓練

登録式メール（五泉あんしんメール）を活用し、全職員が緊急参集の可否及び参集までの時間

の報告を行う。

○災害警戒本部設置訓練

河川水位上昇の想定で、警戒本部各部の対応を確認。（被害状況調査、排水機場の対応、避難

所設置、要配慮者対応等）

実施日 平成29年6月8日

カテゴリ 水防団等への連絡体制の確認と首長も参加した実践的な情報伝達訓練

内 容 全職員を対象とした緊急参集訓練、災害警戒本部設置訓練

実施主体 五泉市

災害警戒本部設置訓練（五泉市役所）

（様式2‐取組概要）

五泉あんしんメール被害調査班訓練（五泉市役所）

様式作成機関：五泉市

11



五泉市では、自主防災組織の設立支援や防災活動の支援等を目的に各町内会及び事業所におい

て出前講座を実施しました。

【実施概要】

・実施数：１２回

・参加者：約２２０名が参加

・内 容：自主防災組織設立に向けた支援及び活動支援

各事業所における防災学習等（県及び砂防ボランティア協会からの協力）

＜参考Ｈ29年度＞新規設立した自主防災組織 ８組織・４８７世帯

カテゴリ 出前講座等を活用し、水防災等に関する説明会を開催

内 容 説明会・見学会の実施

実施主体 五泉市

防災出前講座（市内介護施設）防災出前講座（三本木第１町内会）

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：五泉市
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五泉市では、水防法及び土砂災害防止法が改正されたことに伴い、新たなハザードマップを

作成（更新）し、市内全世帯へ配布しました。

【実施概要】

・対象河川：信濃川水系 能代川、荻曽根川、滝谷川、牧川

阿賀野川水系 阿賀野川、早出川

・主な変更点：想定最大規模降雨による浸水想定区域を表示

土砂災害警戒区域、特別警戒区域を表示

上記変更点に加え、防災学習ページの充実を図り防災啓発を行った。

カテゴリ 広域的な避難計画等を反映した新たな洪水ハザードマップの策定・周知

内 容 洪水ハザードマップの改良・周知

実施主体 五泉市

五泉市内マップ面五泉市災害ハザードマップ表紙 防災学習ページ

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：五泉市
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写 真 写 真

羽越水害から半世紀が経過し、当時の災害状況や水災害等に対する心構えなどを学習した。

【実施概要】

・日 時：平成29年7月14日（金）10時～12時

・参加者：三川小学校全校児童107名、地域住民20名ほど

・内 容：①羽越水害パネル展示（羽越水害復興50年記念事業実行委員会）

②実写映像の視聴「集中豪雨8.28水害の記録」

③降雨体験（国土交通省北陸地方整備局 雨ニティー号）

④関係者へのインタビュー

降雨体験 雨ニティー号パネルを興味深く見ている子供たち

（様式2‐取組概要）

カ テ ゴ リ 小中学校等における水災害教育を実施

内 容 阿賀町立三川小学校で防災学習会

実施主体 阿賀町

様式作成機関：阿賀町
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写 真 写 真 写 真

東北電力㈱と各関係団体は，阿賀野川における公衆災害防止を図るため，出水時における通知

通報の方法および連絡体制等について，意見交換を行い，公衆の安全確保に資するため，洪水対

策連絡協議会を開催しました。

【実施概要】

・日 時：平成２９年５月２４日(水)１１：００～１１：５０

・参加者：阿賀野川河川事務所,福島県,新潟県,阿賀野川沿川５自治体,各警察署他,東北電力

・内 容：①ダム管理全般

②阿賀野川水系ダム群の運用について(連絡体制の確認含む)

③阿賀野川水系ダム情報（当社ＨＰ）について(「川の防災情報」HPの見方等も合せて説明)

カテゴリ 平成２９年度阿賀野川洪水対策連絡協議会を開催

内 容 出水時における通知通報，連絡体制等に関する意見交換

実施主体 東北電力㈱ 会津若松支社

来賓挨拶(阿賀野川河川事務所)主催者側挨拶(東北電力㈱会津若松支社) 来賓挨拶(阿賀町)

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：東北電力株式会社
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